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はじめに

道路の建設は淡水性カメ類の生息環境となる水域と産卵場所となる陸域を分断するため，個体群レベ

ルで多大な影響を与える．特に，産卵場所の探索のために道路へと侵入した個体が車に轢き殺されるこ

とにより，局所個体群の個体数減少が生じてしまうことが知られている(Wood and Herlands，1997)．日

本においては，矢部(1999)により，道路の建設が日本に生息するカメ類へ与える影響が整理されてきた．

特に，道路上に侵入した外来種クサガメや日本固有種ニホンイシガメが車に轢かれる事例が整理されて

きた．しかしながら，ニホンイシガメに関しては，路上轢死体に関する報告例が非常に少なかったため， 車

による轢死がニホンイシガメの局所個体群に与える影響に関する知見は不足していた．車よる轢死が本

種に与える影響を明らかにするためには，本種の轢死体の発見記録を広域スケールで蓄積させる必要が

ある．そこで，本稿では千葉県房総半島の山間部及び平野部においてニホンイシガメの標識再捕獲調査

を行った際に，雌成体と孵化幼体の轢死体を発見したためここに報告する．

事例1 : 雌成体の轢死体

2015年８月５日 12:00頃，山間部に位置する河川の川岸近くの路上において雌成体の轢死体を発見し

た．黒色の腹甲と背甲裏のオレンジ色の特徴から，ニホンイシガメと同定した．死体は頭部や四肢が甲羅

から出た仰向けの状態で潰れており，背甲と腹甲の継ぎ目が欠損したために内臓が飛び出した状態であ

った．なお，死体からは卵は確認されなかった．

事例2 : 孵化幼体の轢死体

2017年９月30日 17:00頃，平野部に位置する河川の川岸近くの路上において孵化幼体の轢死体を発

見した．背甲の縁甲板の鋸歯がニホンイシガメ幼体の特徴を表していたため，ニホンイシガメと同定した．

発見した死体の頭部，四肢や尾は甲羅から出た状態であり，特に頭部が酷く潰れていた．

考察

カメ類は卵や孵化幼体の生存率が非常に低いため，個体群を維持するには年間生存率の高い雌成体

が，長い寿命の中で複数年の間，卵を産み続けることが重要だと考えられてきた (Heppell，1998;

Iverson，1991)．これまでに，ニホンイシガメの雌成体を減少させる主要因としては，生息環境の消失， 外

来種による捕食や競合，商業目的の乱獲に関する影響が特に問題視されてきた一方で (小賀野他，

2015)，本種の路上死体に関する報告例が少なかったため，轢死による影響が大きく取り上げられること

は少なかった．
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本稿により，これまで主要な在来捕食者が報告されてこなかったニホンイシガメの雌成体が，車に轢き殺

されてしまう数少ない事例が報告されたため，車による轢死が本種の局所個体群に与える影響を詳細に

評価する必要があると考えられた．

また，本稿によりニホンイシガメは雌成体だけでなく，孵化後間もない孵化幼体も車に轢き殺されてしまう

ことが明らかとなった．一般的に，カメ類は地中に産卵された卵が孵化した後，陸上を移動して水域まで向

かうため，産卵場所と水域が道路により分断されている場合，道路を移動する際に車に轢き殺されてしまう

可能性が高い．本発見例も，本調査地域でのニホンイシガメの孵化幼体が水中へ出現する時期であるた

め(加賀山他 未発表データ)，孵化後の水域への移動の際に轢き殺されてしまったと考えられた．

今後，水場周辺が道路建設されたニホンイシガメの生息地において，雌成体や孵化幼体が轢き殺されて

しまう数を減らすためには，本種の道路への進入防止策を検討するとともに(矢部，1999)，これらカメ類が

生息する水域周辺の道路を利用する運転手への注意喚起を行っていく必要があるのではないだろうか．

図1. 川岸近くの路上で轢死したニホンイシガメの雌成体 図2. 川岸近くの路上で轢死したニホンイシガメの孵化幼体
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